
舗蕊謬鞍錫蛎ヨ づ
く
木
々
の
下
、
貝
原
知
事
を

は
じ
め
三
百
名
余
り
の
人
々
が

参
加
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
完
成

を
祝
っ
た
。

☆
書
店
店
主
が
初
エ
ッ
セ
イ
集

を
刊
行

海
文
堂
書
店
代
表
取
締
役
の

島
田
誠
氏
の
初
の
エ
ッ
セ
イ
集

『
無
愛
想
な
編
幅
」
（
１
８
０

０
円
）
が
先
月
風
来
舎
よ
り
発

売
さ
れ
た
。

１
１３２
１

☆
故
・
金
井
元
知
事
の
顕
彰

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
完
成

兵
庫
県
知
事
や
参
議
院
議
員

を
務
め
た
故
・
金
井
元
彦
氏
の

顕
彰
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
西

宮
市
甲
山
町
の
県
立
甲
山
森
林

公
園
に
完
成
し
、
ｎ
月
３
日
に

除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
県
政
や

国
政
に
活
躍
し
た
金
井
氏
の
大

き
な
功
績
を
た
た
え
る
た
め
、

顕
彰
事
業
委
員
会
（
代
表
。
貝

原
俊
民
知
事
）
が
県
内
外
の
多

く
の
寄
付
を
受
け
て
制
作
。
少

女
と
イ
ヌ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
、

「
愛
情
」
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て

い
る
。
制
作
は
峯
田
義
郎
東
北

芸
術
工
科
大
学
教
授
。
費
用
は

約
千
五
百
万
円
。

除
幕
式
当
日
は
公
園
内
の
色蕊

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

主要書店で発売中

「
絵
を
め
ぐ
る
」
「
街
を
め

ぐ
る
」
「
ぼ
く
を
め
ぐ
る
」
の
三

章
で
構
成
さ
れ
た
同
書
は
、
著

者
が
印
才
の
区
切
り
と
し
て
、

過
去
に
発
表
し
た
文
章
を
中
心

に
編
ま
れ
た
も
の
。
本
業
の
書

店
と
画
廊
の
主
人
の
顔
以
外

に
、
音
楽
、
演
劇
フ
ァ
ン
と
し

て
、
地
域
文
化
に
関
わ
る
創
造

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

的
な
活
動
を
続
け
て
き
た
島
田

氏
の
本
だ
け
に
、
味
わ
い
深
い

内
容
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
こ
の
奇
妙
な
題
名

は
、
幸
堅
元
人
で
も
な
い
文
化
人

で
も
な
い
違
和
感
の
あ
る
自
分

の
存
在
を
「
煽
幅
」
と
呼
ん
で

い
る
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
た

そ
う
だ
。

☆
目
指
せ
ノ
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン

㈱
ハ
ー
フ
ト
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
グ
ル
ー
プ
は
、
真
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
の
発
掘
を
目
的
と

し
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
開

催
、
そ
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
る
。今

ま
で
数
多
く
の
優
秀
な
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
世
に
送
り
出

し
て
き
た
こ
の
オ
ー
デ
イ
ン
ョ

ン
も
８
回
目
を
迎
え
、
今
回
か

ら
は
全
国
各
地
か
ら
の
応
募
も

可
能
と
な
っ
た
。
前
回
同
様
、

ド
ラ
ム
、
ギ
タ
ー
、
ボ
ー
カ
ル
な

ど
の
各
パ
ー
ト
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

を
対
象
と
し
た
「
プ
レ
イ
ヤ
ー

ズ
部
門
」
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
を
所
有
し
て
い
る
作
詞
家
、

作
曲
家
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
な
ど
ク
リ
エ
イ
タ
ー
志

向
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
対
象

と
し
た
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
部
門
」

の
二
つ
の
部
門
で
募
集
。
両
部

私
の
出
会
っ
た
宝
子
た
ち
伽

ｌ
車
大
好
き
Ｎ
さ
ん
ｌ

今
日
も
信
号
の
所
で
自
転
車
に
ま
た

が
っ
て
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

一
時
間
以
上
も
車
を
見
て
い
る
時
も

あ
り
ま
す
。
Ｓ
町
で
は
、
「
あ
っ
、
あ

の
信
号
の
子
」
と
、
有
名
に
な
っ
て
い

ま
手
兆
途
中
、
知
っ
て
い
る
人
に
出
会

っ
て
、
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、
や
っ
と

動
き
だ
し
ま
す
が
、
学
園
に
く
る
迄
に

何
カ
所
か
、
立
ち
止
ま
る
場
所
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
○

車
が
た
く
さ
ん
通
る
と
ご
機
嫌
で
、

学
園
か
ら
バ
イ
パ
ス
の
車
が
時
々
見
え

る
と
、
「
よ
う
さ
ん
、
車
や
な
ぁ
ｉ
」

と
顔
を
、
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
す
。

性
格
は
、
温
和
で
、
何
を
言
わ
れ
て

も
怒
ら
ず
、
時
々
、
「
先
生
、
○
○
さ

ん
、
ア
ホ
い
う
ね
ん
、
怒
っ
た
っ
て
」

と
い
う
ぐ
ら
い
で
す
。

お
っ
と
り
し
て
い
る
の
が
彼
の
い
い

面
で
も
あ
り
、
欠
点
で
も
あ
り
ま
す
。

ボ
ー
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

「
電
信
樺
」
と
か
、
首
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ

ロ
動
か
す
の
で
、
「
カ
メ
」
と
い
う
あ

だ
名
も
つ
い
て
い
ま
す
。

十
月
で
、
二
十
六
才
に
な
っ
た
ば
か

り
の
Ｎ
さ
ん
は
、
憎
め
な
い
性
格
の
為

誰
か
ら
も
好
か
れ
、
Ｎ
ち
ゃ
ん
、
Ｎ
ち

ゃ
ん
と
、
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
で
す
。

私
の
大
好
き
な
Ｎ
さ
ん
。
「
電
信
棒
」

と
言
わ
れ
よ
う
と
、
「
カ
メ
」
と
呼
ば

れ
よ
う
と
、
Ｎ
さ
ん
は
、
Ｎ
さ
ん
ら
し

く
い
て
下
さ
い
。

（
Ｎ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
町
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
８
１
１
１

６神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
隣

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
８
１
２
３
１
１
２
１
１
４
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大
人
の
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な

ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ
の
楽
し
さ
と
共

に
堀
爽
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー

マ
ン
か
ら
文
金
高
島
田
、
そ
し

て
マ
タ
ニ
テ
ィ
ド
レ
ス
ま
で
披

露
す
る
大
浦
み
ず
き
の
演
技
と

着
こ
な
し
に
注
目
。

☆
い
ま
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
催
し

花
ざ
か
り

去
る
、
月
鯉
日
、
中
央
区
の

相
楽
園
会
館
で
催
さ
れ
た
〃
関

フ
ァ
ン
の
心
を
捉
え
て
い
た
大

浦
み
ず
き
さ
ん
。
タ
カ
ラ
ヅ
カ

退
団
後
２
年
の
充
電
期
間
を
経

て
、
初
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
制

作
発
表
が
ｎ
月
９
日
ホ
テ
ル
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
行
な
わ

れ
た
。注

目
の
初
舞
台
は
別
年
２
月

ｎ
日
Ｉ
”
日
シ
ア
タ
ー
・
ド
ラ

マ
シ
テ
ィ
で
上
演
さ
れ
る
〃
ザ

・
シ
ン
ギ
ン
グ
″
・
Ｎ
Ｙ
に
住

む
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
火
星
か

ら
や
っ
て
き
た
青
年
と
の
奇
想

天
外
な
お
話
。

門
と
も
、
一
次
、
二
次
審
査
を

通
過
す
れ
ば
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
と
し
て
活
動
で
き
る
。

◇
応
募
期
間
平
成
６
年
１
月
別
日
ま
で

画
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
〒
畑
東
京
都

目
黒
区
青
葉
台
Ａ
ハ
ウ
ス
２
Ｆ
ハ
ー
フ

ト
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
委
員
会
貧
⑱
１
３
７
９
２
１
５
５

５
５
（
必
ず
事
前
に
応
募
方
法
を
問
い
合

わ
せ
る
こ
と
）

☆
推
理
ゲ
ー
ム
で
異
人
館
巡
り

加
月
配
日
（
土
）
か
ら
弧
年
１

月
配
日
（
日
）
ま
で
、
北
野
の
「
ハ

リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ウ
ェ
イ
」
「
ペ

ル
シ
ャ
館
」
「
ア
メ
リ
カ
ン
ハ
ウ

ス
」
「
ハ
ニ
ー
ベ
ア
ー
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
」
「
桂
由
美
ブ
ラ
イ
ダ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
」
の
５
館
で
、

推
理
ゲ
ー
ム
「
ハ
ニ
ー
ベ
ア
誘

拐
事
件
」
が
展
開
さ
れ
る
。
「
探

偵
手
帳
」
を
も
と
に
推
理
を
楽

し
み
な
が
ら
異
人
館
を
巡
る
と

い
う
参
加
型
の
観
光
と
し
て
㈲

バ
ビ
ロ
ン
が
企
画
し
た
も
の
。

今
回
の
ミ
ス
テ
リ
ー
担
当
は
、

神
戸
出
身
の
推
理
小
説
作
家
白

峰
良
介
氏
。

異
人
館
の
街
北
野
に
た
く
さ

ん
の
ホ
ー
ム
ズ
が
集
っ
て
き
そ

う
だ
。

◇
参
加
料
加
円
（
探
偵
手
帳
代
含
む
）

異
人
館
各
館
の
入
館
料
（
５
館
ま
と
め

て
入
れ
る
共
通
割
引
入
場
券
「
パ
ス
ポ

ー
ト
」
は
２
千
円
）

☆
〃
新
生
″
を
テ
ー
マ
に
し
た

自
選
展

洋
画
家
上
尾
忠
生
氏
の
４
年

灘鐘
「古都幻影｣ と上尾さんｌア７選

今
回
は
、
〃
新
″
〃
蘇
生
″
と

い
う
テ
ー
マ
を
、
「
木
」
と
い

う
フ
ォ
ル
ム
を
借
り
、
古
噴
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
都
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
表
現
し
た
作
品
が

展
示
。
長
い
歴
史
の
蓄
積
の
中

か
ら
新
し
い
も
の
が
生
れ
、
新

し
い
も
の
が
蘇
生
し
て
い
く
モ

チ
ー
フ
が
、
上
尾
さ
ん
の
深
遠

な
思
い
と
対
象
へ
の
冷
敵
な
ま

な
ざ
し
に
よ
り
、
心
象
風
景
的

な
画
面
に
深
く
刻
み
込
め
ら
れ

て
い
た
。

す
で
に
新
し
い
テ
ー
マ
に
挑

戦
し
て
い
る
上
尾
さ
ん
。
こ
の

加
年
余
り
の
活
動
の
一
区
切
り

と
な
る
個
展
で
あ
っ
た
。

☆
大
浦
み
ず
き
い
よ
い
よ

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
女
優
へ
始
動

洗
練
さ
れ
た
大
人
の
ム
ー
ド

と
宝
塚
屈
指
の
ダ
ン
ス
で
多
く

共演の岩本恭生さんと

１
１３３
１

西
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
″

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
。
初
め

て
の
催
し
と
し
て
は
、
約
８
０

０
人
の
人
出
が
あ
り
、
成
功
を

収
め
た
よ
う
だ
。
人
気
を
集
め

た
の
は
会
員
が
寄
贈
し
た
洋
酒

や
、
手
作
り
の
ケ
ー
キ
。
ほ
か

多
く
の
出
品
が
あ
っ
た
展
示
即

売
会
の
収
益
金
は
神
戸
市
に
寄

託
さ
れ
た
。
神
戸
は
居
な
が
ら

に
し
て
他
国
の
文
化
に
触
れ
る

こ
と
の
で
き
る
街
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
催
し
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
よ
り
一
層
の
親
し
み
が
生

れ
る
も
の
。
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
協
会
で
は
廻
月
旭
日
、
神
戸

外
国
人
ク
ラ
ブ
で
最
大
の
催
し

〃
ル
シ
ァ
祭
″
を
開
催
。
ま
た

ｎ
月
加
日
に
は
北
野
町
で
〃
キ

ャ
セ
リ
ン
・
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
邸

／
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
館
″
が
開

館
す
る
な
ど
、
今
神
戸
で
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
文
化
が
花
ざ
か

り
だ
。

☆
創
立
組
年
目
の
県
下
最
大
の

合
唱
団
が
団
員
募
集

加
名
以
上
の
団
員
を
擁
す
る

〃
神
戸
フ
ロ
イ
デ
合
唱
団
″
は

性
別
も
年
齢
も
関
係
な
く
、
ま

さ
し
く
老
若
男
女
が
集
う
、
全

て
自
主
運
営
の
手
づ
く
り
合
唱

団
。
〃
フ
ロ
イ
デ
″
の
名
前
の
通

り
、
一
九
六
一
年
以
来
「
第
九
」

演
奏
を
続
け
て
き
て
い
る
。
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街
が
揺
れ
た
。
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
博
覧
会
と
称
し
た
フ

ェ
ア
は
〃
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
〃

や
〃
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
″
の

街
づ
く
り
の
披
露
と
い
う
こ

と
で
そ
れ
な
り
に
目
玉
は
機

能
し
た
と
い
っ
て
い
い
。

最
近
の
朗
報
は
、
「
明
石
海

峡
大
橋
」
で
工
事
の
進
捗
率

卵
％
を
超
え
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
更
に
神
戸
市
は
、

い
よ
い
よ
「
神
戸
レ
ジ
ャ
ー

・
ワ
ー
ル
ド
」
Ｉ
テ
ー
マ
パ

ー
ク
に
取
り
組
む
声
明
を
発

待
し
た
い
処
だ
。
八
Ｙ
Ｖ

鐘噌諒鍵

１
１３４
１

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
い
『

☆
狸
月
誕
日
午
後
６
時
よ
り
「
佐
藤
廉

さ
ん
の
神
戸
文
化
賞
地
域
功
労
賞
受
賞

を
祝
う
集
い
」
を
、
生
田
神
社
会
館
４

Ｆ
ホ
ー
ル
で
開
催
。
会
費
１
万
円
。
駆

務
局
／
月
刊
神
戸
っ
子
言
ａ
）
２
２
４

６☆
塑
月
２
日
午
後
６
時
か
ら
、
神
戸
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
畑
田

正
和
ひ
と
と
し
ご
と
」
の
出
版
記
念
会

が
開
催
さ
れ
た
。
故
増
田
正
和
（
造
形

作
家
）
さ
ん
の
本
は
、
Ａ
４
変
形
鋤
、

×
加
、
妬
頁
限
定
Ⅷ
部
￥
７
０
℃
０

連
絡
先
／
増
田
和
子
〒
曲
東
灘
区
御
彰

山
手
４
１
鴫
－
５
／
増
田
正
和
出
版
事

務
所
・
山
本
一
了
〒
剛
中
央
区
三
宮
町

３
ｌ
６
１
ｕ
筒
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
叩
（
知
）
０
９

９
２

★
詩
人
の
一
二
浦
照
子
さ
ん
が
転
居
。
〒

即
芦
屋
市
大
東
町
旭
１
６
１
叩
宵
０
７

９
７
（
理
）
０
５
９
３

☆
読
売
新
聞
神
戸
支
局
は
、
ｎ
月
１
日

付
で
「
神
戸
総
局
」
に
。
兵
庫
県
内
、

神
戸
、
姫
路
、
洲
本
、
豊
岡
、
阪
神
五

支
局
の
神
戸
総
局
と
し
て
情
報
発
進
の

中
核
基
地
に
。
総
局
長
／
白
石
喜
和
〒

卸
中
央
区
北
長
狭
通
５
‐
８
１
３
茸
叩

（
猟
）
７
４
９
１

☆
神
戸
レ
ジ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
開
発
㈱
の

柳
下
健
二
氏
が
、
、
月
１
日
よ
り
同
社

の
非
常
勤
取
締
役
を
兼
務
の
ま
ま
日
本

郵
船
㈱
神
戸
支
店
新
事
業
開
発
室
に
戻

ら
れ
た
。
〒
師
中
央
区
浜
辺
通
２
丁
目

１
１
釦
三
宮
国
際
ピ
ル
、
Ｆ
禽
叩
（
慾

９
７
０
０

☆
作
家
・
筒
井
康
隆
氏
の
ご
母
堂
八
重

さ
ん
が
、
月
”
日
に
亡
く
な
ら
れ
、
訓

日
に
千
里
会
館
に
於
て
ご
葬
儀
が
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

★
ジ
ャ
ズ
歌
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
、

森
哲
也
さ
ん
が
ｎ
月
狸
日
に
、
高
血
圧

で
死
去
免
歳
）
。
認
日
午
前
ｎ
時
よ
り

兵
庫
教
会
で
ご
葬
儀
が
取
り
行
わ
れ
た

喪
主
は
、
長
男
の
森
克
己
さ
ん
。
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
神
戸
ハ
ワ
イ
ア
ン
倶
楽
部
の
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
／
於
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
午
後
６
時
よ
り
会
員
７

千
円
一
般
８
千
円
濁
伽
（
醜
）
１
２
２
３

■

取
材
に
伺
っ
た
時
は
、
間
近

に
迫
っ
た
「
第
九
」
の
公
演
に

向
け
て
、
指
揮
者
の
外
山
雄
三

氏
の
厳
し
く
も
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
指
導
の
下
で
熱
の
こ
も
っ

た
練
習
の
真
最
中
。
六
カ
月
に

わ
た
っ
て
練
習
を
重
ね
て
き
た

と
い
う
団
員
の
気
迫
が
、
大
合

唱
の
迫
力
と
共
に
、
ひ
し
ひ
し

神
戸
の
〃
新
し
い
道
″

一
九
九
三
年
も
い
よ
い
よ

そ
の
波
乱
の
多
か
っ
た
年
の

暮
れ
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
程
の
不
況
に
陥
る

と
い
う
こ
と
は
誰
れ
も
予
想

し
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。そ

の
不
況
に
追
い
打
ち
を

掛
け
た
の
が
、
冷
夏
に
よ
る

花時計

箪 奪惑錫

蕊鍵鍵鍵驚鍵鍵

ク
、
六
甲
全
山
縦
走
、
布
引
の

滝
…
…
。
神
戸
の
新
名
所
な
ど

も
含
め
て
、
神
戸
ら
し
い
風
景

が
カ
メ
ラ
マ
ン
の
森
田
純
三
さ

ん
に
よ
っ
て
写
し
だ
さ
れ
て
い

る
。
担
月
よ
り
イ
ン
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
こ
う
べ
で
１
カ
月
、

１
部
伽
円
で
販
売
さ
れ
る
。

熱気あふれる練習風景

と
こ
ち
ら
に
伝
わ
っ
て
き
た
。

尚
、
同
合
唱
団
で
は
、
サ
マ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
ハ
イ
ド
ン
・

オ
ラ
ト
リ
オ
「
四
季
」
）
に
向

け
て
新
し
い
団
員
を
募
集
し
て

い
る
。
楽
譜
が
読
め
な
く
て

も
、
う
た
の
好
き
な
人
な
ら
誰

で
も
参
加
で
き
る
。

回
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
神
戸
フ
ロ
イ

デ
合
唱
団
〒
剛
神
戸
市
中
央
区
海
岸
通

２
１
３
１
Ⅷ
昭
和
ビ
ル
４
Ｆ

露
０
７
８
‐
３
９
１
１
２
６
１
３

（
火
、
土
、
日
を
除
き
肥
時
以
降
）

斗
剛
神
戸
の
カ
レ
ン
ダ
ー
発
売

神
戸
市
民
祭
協
会
よ
り
、
来

年
度
カ
レ
ン
ダ
ー
が
発
売
さ
れ

る
。
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ル

ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
、
神
戸

ま
つ
り
。
六
甲
マ
リ
ン
パ
ー

空
前
の
米
の
凶
作
で
あ
っ

た
。平

成
五
年
は
、
日
本
丸
は

難
航
の
年
で
あ
っ
た
。
政
治

の
有
様
が
変
わ
っ
た
こ
と
は

特
筆
も
の
だ
。
戦
後
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
続
け
て

き
た
自
民
党
か
ら
連
合
政
党

の
非
自
民
党
に
政
権
が
移
り

細
川
首
相
が
登
場
し
、
連
合

政
権
に
よ
る
政
治
に
変
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
画
期
的
な

こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

神
戸
は
今
年
は
ア
ー
バ
ン

リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
朔
で
幕
を

あ
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
比
較

的
賑
わ
い
と
、
と
き
め
き
に

山
市
長
の
奮
斗
を
大
い
に
期 灘

…圏

表
し
た
が
、
再
選
さ
れ
た
笹

回
プ
レ
ゼ
ン
ト
ノ
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

加
名
様
に
さ
し
上
げ
ま
す
。
ハ
ガ
キ
で

編
集
室
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
カ
レ
ン

ダ
ー
係
ま
で
胞
月
末
日
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
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１
１３６
１

結
婚
披
露
宴
の
司
会
を

し
て
い
て
、
よ
く
耳
に
す

る
ス
ピ
ー
チ
、
「
二
人
は

赤
い
糸
で
結
ば
れ
る
運
命

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
小

指
と
小
指
の
間
に
目
に
見

え
な
い
糸
で
つ
な
が
れ
て

い
た
の
で
す
」

ま
さ
に
、
そ
れ
だ
っ

た
。
明
石
海
峡
大
橋
の
二

本
の
主
塔
が
オ
レ
ン
ジ
色

の
ロ
ー
プ
で
結
ば
れ
た
。

２
Ｐ
と
工
事
関
係
者
の
間

で
呼
ば
れ
る
舞
子
側
主
塔

と
３
Ｐ
と
呼
ば
れ
る
淡
路

側
主
塔
の
間
の
距
離
は

１
．
９
９
ｍ
、
そ
の
間
を

往
来
し
て
ロ
ー
プ
を
渡
す

大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
さ

な
が
ら
〃
愛
の
天
使
″
に

見
え
た
。

禰蒋鎗禰鞠史J Ｇ

蕊難鱗

鍵 繍

、
廊
器
略
計
‐
』
弓
詳
肘
蘭
Ⅲ
か
Ｋ
⑪
弗
睡
器
哩
。

：

叩
甥
腰
騨
．
ｑ
把
蝉
鞭

1 1 月1 0 日、いよいよ本州と淡路島がつながるロ

三
条
杜
夫
〈
蕊
蝶
ナ
ウ
ン
サ
‐
〉
写
真
／
米
田
英
男

●
る
ぽ
・
え
つ
せ
い
神
戸
●
⑮

赤
い
糸
で
結
ば
れ
た

明
石
海
峡
大
橋
主
塔
・
本
州
と
淡
路
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罰
再

上／舞子側の橋台から飛び立つヘリコプター。
中／現場では2 0 0 人の作業員が見守る。
下／3 0 0 ｍの高さを持つ主塔にロープを固定。

《灘繊

２

昭
和
銘
年
５
月
に
始
ま
っ
た
世
界
一
の
長
大
吊
橋
、
明

石
海
峡
大
橋
の
工
事
。
５
年
６
カ
月
を
経
て
、
本
州
と
淡

路
島
が
一
本
の
ロ
ー
プ
で
接
続
さ
れ
る
日
が
や
っ
て
き

た
。
神
戸
側
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
（
橋
台
）
か
ら
２
本
の
主
塔

を
経
由
し
て
、
淡
路
側
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
ま
で
約
４
ｍ
を
パ

イ
ロ
ッ
ト
ロ
ー
プ
（
誘
導
ロ
ー
プ
）
で
結
ぶ
、
そ
の
記
念

す
べ
き
作
業
が
、
平
成
５
年
ｎ
月
加
日
に
行
わ
れ
た
。

渡
海
作
業
と
呼
ば
れ
る
最
初
の
ロ
ー
プ
を
張
る
作
業
を

マ
ス
コ
ミ
各
社
に
披
露
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
そ
の
瞬
間
を
僕
は
ラ
ジ
オ
関
西
の
朝
ワ
イ
ド
番
組
で

生
中
継
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
継
班
が
陣
取
っ
た
の
は
、
垂
水
区
五
色
塚
古
墳
の
後

円
部
。
か
つ
て
、
豪
族
が
淡
路
島
を
一
望
す
る
こ
の
地
を

未
来
永
劫
、
そ
の
権
力
を
誇
っ
た
記
念
碑
建
立
の
地
と
定

め
た
く
ら
い
だ
か
ら
、
こ
こ
か
ら
の
明
石
海
峡
の
な
が
め

は
ズ
パ
抜
け
て
良
い
。

☆
時
代
の
最
先
端
を
い
く
科
学
の
粋
を
結
集
し
た

一
大
事
業
も
大
安
吉
日
を
選
ぶ
？

亀
８

蝿騨
錐

蕊
鞘翻燕嚢譲瞬

加
年
が
か
り
の
工
事
の
中
盤
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
も

い
え
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
ロ
ー
プ
渡
海
作
業
に
、
世
界
で
も
初

め
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由

は
、
明
石
海
峡
が
一
日
当
た
り
１
５
０
０
隻
も
の
船
が
通

過
す
る
〃
海
の
銀
座
〃
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
過
密
状
態
に

あ
る
こ
と
に
よ
る
。
瀬
戸
大
橋
の
建
設
時
は
、
ク
レ
ー
ン

船
を
使
っ
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
た
が
、
な
に

し
ろ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
渡
海
作
業
は
見
も
の
で
、
胸

が
お
ど
っ
た
。

作
業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
５
時

の
間
に
、
視
界
４
０
０
０
ｍ
以
上
、
風
速
９
ｍ
以
下
、
雲

の
高
さ
が
３
５
０
ｍ
以
上
の
条
件
を
満
た
し
た
時
に
行
う

も
の
と
定
め
ら
れ
、
本
四
公
団
か
ら
招
き
を
受
け
た
マ
ス

コ
ミ
関
係
者
ら
は
、
早
朝
よ
り
世
紀
の
一
瞬
を
見
守
ろ
う

と
詰
め
か
け
て
い
た
の
だ
っ
た
。

７
時
印
分
、
神
戸
側
１
Ａ
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
か
ら
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
飛
び
立
っ
た
。
ロ
ー
プ
を
張
る
の
か
と
思
っ
た

が
、
ま
ず
は
試
験
飛
行
。
そ
の
後
、
本
番
と
な
り
、
淡
路

側
主
塔
か
ら
神
戸
側
主
塔
に
ロ
ー
プ
が
渡
さ
れ
た
。
ヘ
リ

識蕊議瀧蕊蕊蕊蕊蕊

霧： 聯
撫蕊

鍵
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海
峡
を
飛
ぶ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
ま
る
で
蝶
の
よ
う
に
見

え
た
。
そ
う
い
え
ば
、
蝶
が
上
ラ
ヒ
ラ
と
大
海
原
を
渡
っ

て
い
く
と
い
う
誰
れ
か
の
詩
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
実
際
に

ト
ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
が
海
を
渡
る
と
い
う
話
を
、
大
橋
の
主

塔
工
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
作
業
員
の
口
か
ら
聞
い
た
こ
と

も
思
い
出
し
た
。
海
面
約
３
０
０
ｍ
の
鉄
塔
の
上
で
、
黙

々
と
ク
レ
ー
ン
を
動
か
し
て
い
た
作
業
員
。
彼
の
心
を
慰

め
た
も
の
が
、
海
を
渡
る
虫
た
ち
だ
っ
た
。

五
色
塚
古
墳
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
な
が
め
な
が
ら
僕

の
目
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
チ
ョ
ウ
に
も
ト
ン
ボ
に
も
映

る
の
だ
っ
た
。
少
し
距
離
を
隔
て
た
僕
の
位
置
か
ら
は
、

残
念
な
が
ら
赤
い
糸
は
見
え
な
か
っ
た
。
１
Ａ
ア
ン
カ
レ

イ
ジ
に
本
誌
記
者
が
詰
め
か
け
て
い
た
が
、
彼
の
目
に
も

コ
プ
タ
ー
は
「
ス
ー
パ
ー
ピ
ュ
ー
マ
」
と
呼
ば
れ
る
フ
ラ

ン
ス
製
の
４
人
乗
り
。
機
体
の
下
に
ロ
ー
プ
を
巻
き
付
け

た
大
き
な
リ
ー
ル
を
吊
り
下
げ
て
の
飛
行
だ
。
リ
ー
ル
の

重
さ
が
８
５
０
噂
、
ロ
ー
プ
の
重
さ
が
２
２
０
０
ｍ
で
２

０
０
地
、
こ
れ
に
燃
料
、
乗
務
員
を
合
わ
せ
２
．
４
６
ト

ン
の
重
さ
だ
。

ア
ン
カ
レ
イ
ジ
と
主
塔
と
の
ロ
ー
プ
渡
し
は
、
２
カ
所

と
も
、
上
昇
し
な
が
ら
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
い
く
方
法
を
採

っ
た
。
下
降
し
な
が
ら
だ
と
、
重
量
が
か
か
り
過
ぎ
て
難

し
い
と
い
う
。
途
中
で
燃
料
の
補
給
や
ロ
ー
プ
の
交
換
な

ど
を
行
っ
て
、
ロ
ー
プ
を
固
定
し
終
っ
た
の
は
加
時
記
分
。

風
が
強
ま
っ
て
、
妬
分
間
の
待
機
は
あ
っ
た
も
の
の
、
作

業
は
き
わ
め
て
順
調
に
進
ん
だ
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
ロ
ー
プ

で
本
州
と
淡
路
島
が
結
ば
れ
た
わ
け
だ
が
、
文
字
通
り

〃
赤
い
糸
″
が
取
り
持
つ
縁
。
ち
な
み
に
、
こ
の
日
は
大

安
吉
日
だ
っ
た
。

時
代
の
最
先
端
を
い
く
科
学
の
粋
を
結
集
し
た
こ
の
一

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
さ
え
論
縁
起
が
か
つ
が
れ
る
Ｉ
そ
こ

に
、
僕
は
人
間
ら
し
い
心
配
り
を
感
じ
た
。
自
然
と
の
調

灘

下の方に見える一本の線が直径１ｃｍのローブも

地上3 0 0 ｍから眼下にひろがる大パノラマ展望。 ☆
半
年
か
け
て
空
中
作
業
足
場
を
設
置
後
、

主
ケ
ー
ブ
ル
の
素
線
の
架
設
を

和
の
も
と
に
、
叡
智
を
集
め
た

と
い
う
や
さ
し
さ
も
感
じ
た
。

８
１
３
１
１

大
事
業
を
敢
行
し
よ
う
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蕊

l _ 一

路
島
の
中
心
部
か
ら
奥
播
磨
あ
た
り
ま
で
見
え
る
そ
の
眺

曙

驚！

望
は
、
ま
る
で
天
下
を
取
っ
た
よ
う
な
気
分
だ
っ
た
。

》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
狩
呈

う
。
３
６
０
度
を
見
晴
か
す
素
晴
ら
し
い
パ
ノ
ラ
マ
。
淡

プ
。
そ
れ
が
渡
さ
れ
た
主
塔
の
上
に
、
僕
は
立
っ
た
こ
と

側
王
塔
に
の
ぼ
っ
た
。
工
事
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
コ
ト
コ

ト
と
主
塔
を
か
け
の
ぼ
り
、
て
つ
ぺ
ん
か
ら
見
た
海
上
３

が
あ
る
。
そ
れ
は
今
年
の
３
月
。
ラ
ジ
オ
の
取
材
で
神
戸

赤
い
糸
は
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
ち
ょ
っ
と
距
離
を
隔

て
る
だ
け
で
ロ
ー
プ
は
見
え
な
く
な
る
。
そ
れ
く
ら
い
細

０
０
ｍ
の
あ
の
絶
景
は
い

い
ロ
ー
プ
な
の
だ
。
直
径
が
わ
ず
か
に
１
ｍ
と
い
う
ロ

そ
の
主
塔
に
ロ
ー
プ
が
渡
さ
れ
て
、
本
州
と
淡
路
島
が
結

ば
れ
る
。
僕
は
言
い
し
れ
ぬ
感
動
を
禁
じ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
ロ
ー
プ
と
は
一
体
ど
ん
な
も

の
な
の
だ
ろ
う
？
た
ま
ら
な
い
好
奇
心
に
か
り
た
て
ら

れ
た
僕
は
、
つ
い
に
、
本
四
公
団
を
訪
れ
、
そ
れ
と
同
じ

現
物
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

垂
水
の
平
磯
に
あ
る
公
団
事
務
所
。
工
事
長
の
河
口
浩

二
さ
ん
が
ロ
ー
プ
を
見
せ
て
く
れ
た
。
何
本
か
短
く
切
断

し
て
束
ね
た
も
の
を
見
た
時
、
僕
は
ウ
イ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ

ー
ジ
を
連
想
し
た
が
、
長
い
も
の
は
決
し
て
そ
ん
な
イ
メ

ー
ジ
で
は
な
い
。
ア
ラ
ミ
ド
繊
維
と
い
う
軽
量
で
高
強
度

の
新
素
材
だ
。
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
や
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
の
フ

レ
ー
ム
、
漁
網
、
オ
ー
ト
バ
イ
用
の
服
な
ど
に
も
同
様
の

も
の
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
繊
維
は
摩
擦
に
も
強
い
こ
と

が
何
よ
り
の
特
長
と
い
う
。

つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
だ
ろ

米デュポン社関発の新素材も一本8 0 ミクロンの線を束にしてロープにする。

蕊

当日使われたロープを手にする三条さん 河ロラ告二箪二Ｔ塞尾
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出一一

､ 鎧拶鵠

平成２年から準備を始め、この1 1月1 0日午前1 0時2 3分、作業は終了した。大橋の完成に向けて作業員の努力は続く。P h o f o／米田定蔵

０
１
４
１
１

「
平
成
２
年
に
芦
の
湖
で
実

験
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
翌

年
に
は
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
沖

で
ク
レ
ー
ン
船
を
主
塔
に
見

立
て
て
訓
練
し
た
り
、
先
日

の
ｎ
月
８
日
に
は
現
場
で
本

番
体
制
同
様
に
リ
ー
ル
を
ヘ

リ
に
ぶ
ら
さ
げ
て
練
習
し
た

り
、
苦
労
の
積
み
重
ね
が
成

果
に
つ
な
が
っ
た
」
と
、
河
口

さ
ん
は
感
概
深
げ
に
語
る
。

「
海
上
保
安
庁
、
航
空
局
、
船

舶
関
係
機
関
の
協
力
と
作
業

に
従
事
し
た
２
０
０
人
余
り

の
ス
タ
ッ
フ
の
労
に
も
感
謝

し
た
い
」
と
、
付
け
加
え
る

こ
と
も
忘
れ
な
い
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
ロ
ー
プ
は
少

し
ず
つ
太
い
ロ
ー
プ
に
換

え
、
半
年
か
け
て
キ
ャ
ッ
ト

ウ
オ
ー
ク
（
空
中
作
業
足
場
）

を
設
置
、
来
春
か
ら
は
主
ケ

ー
ブ
ル
の
素
線
２
９
０
本
を

一
本
ず
つ
架
線
す
る
作
業
が

始
ま
る
。
舞
子
奥
に
住
む
僕

は
毎
日
、
自
分
の
部
屋
か
ら

主
塔
を
な
が
め
て
い
る
が
、

橋
が
い
よ
い
よ
橋
ら
し
い
姿

を
見
せ
始
め
る
日
が
近
づ
い

て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
僕

の
心
は
今
さ
ら
な
が
ら
に
と

き
め
く
の
だ
。
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愛読者のためのコミュニケーションサロン

ー

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

回神戸っ子倶楽部では、ただ今会員を募集して
います。会員の方には「月刊神戸っ子」を１年
分お届けします。また、神戸っ子倶楽部の会報
として、「月刊神戸っ子」の誌面上に、ｒ神戸っ
子倶楽部ニュース」を毎月掲戦、会員の動きな
ど様々な情報を提供します。さらに年２回、文
化性の高いｲ べﾝ ﾄ ( ｺ ﾝ ｻ ｰ ﾄ ､ 美術展､ 演
劇など）に特別割引または無料でご招待いたし
ます。年会費（入会金を含む）は１万円です。
神戸を愛する人たちのカルチャークラブ「神
戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か
な神戸っ子ライフをお楽しみになりませんか。
会員の方は有効期限をお確めのうえ、継続会
員として年会費をお納めください。
口入会申込。お問合せは－
〒6 5 O 神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ビル９Ｆ
ＴＥＬ・O 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6
F A X 、0 7 8 - 3 3 1 - 2 7 9 5

☆K o b e c c o c l u b

" 流れる季節に，,
藤本ハルミ作品集
定価3 , 0 0 0 円

日本の伝統美きもの地を素材にモダ
ンな洋服づくりを2 5 年積み重ねてき
たファッションデザイナーの藤本ハ
ルミさんが、ライフワークの作品を
まとめた作品集を出版されました。
上記作品集を会員の方５名様にプレゼントいたします。

月刊神戸っ子' 9 4 新年会
第1 8 回神戸文学賞授賞式

会員' 情報
霞

蕊蕊譲

識鍵

繍
藤本ハルミさん

締切は1 2 月2 2 日（水）必着。

渡辺二窒著

木彫
日時
平成５年１月1 8 日（火）
午後６時3 0 分

干支シリーズいぬの図案集

会場
生田神社会館４Ｆホール

会費
￥１０，０００（一般）
￥9 , 0 0 0 （神戸っ子倶楽部会員）

プログラム
･ 第１8 回神戸文学賞授賞式

鰯翻

鴬織

箪鍵
定価8 5 0 円

会員のみなさま、お誘い合わせのうえ、
ぜひお越し下さい。

卜家図案集を会員の方1 0 名様にプレゼント
いたしますｂ締切は1 2 月2 2 日( 水) 着。

I W m I - 詔プレゼントを御希望の方は、ハガキに住所･ 氏名･ 会員N o . ・電話番号・希望のプレゼント
を明記の上､ 〒6 5 0 中央区束町1 1 3 - 1 大神ピル９万月刊神戸つ子･ 神戸つ子倶楽部まで
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